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時音　ユウ
「というわけで！……」

「テンプレート第三弾か」

「ぬぅ……被せてくるとは、やるな由貴尋」

「三回目にもなればな」

　なんだかんだで続いてしまっているのだ。いい加減、慣れもするだろう。

　また変わるのかって突っ込みもありそうだけど、そこは大人の事情。
「今回の違いは明白だ！」
「まぁ、前のを知っている人からすれば、一目瞭然だろうな」

「では、説明は以上！！」

「待て醍醐！」

「なんだ由貴尋？　一目瞭然なんだろう？」

「そうだけど、そうじゃなくてだな」

　頭を抱えざるを得ない。確かに二段から三段になったのは見て分かる変化だが、文字数とか余白とか色々あるだろうに。

「ふふん、仕方ない。説明してやろう」

「偉そうだな、お前は……」
「今回の変更で最も大きな変化は段数なのだが、もう一つの重要な変化はフォントサイズだ。『10』から『9』に変わっている。これによって、一行に入る文字数が設定とは異なることになっている」
「設定って『ページ設定』のことか？」

「そう。『ページ設定』を見て貰えると分かるが、一行に入る文字数は19字に設定されているはずだ。しかし、実際に数えると、22字程度入る」

「ふむ」
　ページ設定の文字数の基準が、フォントが10の時とかあるのだろうか。よく分からないが、大切なのは実際に入る文字数か。
「ちなみに、行数はページ設定の記載通り28行になっている。これで、一段に入る字数は６１６字。二段×28字×23行だった前のテンプレートと比較すると、1.5倍程度の字数が入る計算になっているのである！！」

　実際は、色々あって字数は前後するけどな。

「だがまぁ確かに、十ページという制限がある以上、文字数は多い方がいいよな。読み難い物になってしまうのは本末転倒だけど」

「そう。文字数を多くする事と読み易さはトレードオフであると言っていい。だから、俺達はその中で常に最適解を求めていく必要があるのだ」

「つまり、読み難かったりしたら、次で変えるかもってことか」
「うむ。空白に対しても設定はあるが、重要なのは文字数だろうと思うので、今回は省略する。その他、題字は基本的に内側にくる為目立たなくなりがちだったところ、小さくなって更に目立たなくなっていたりする。この辺りは色々と試行錯誤が必要かもしれん」
　三段組ってのは、電○文庫MAGAZINEなんかじゃ採用されてるけど、自分らの冊子としては初めてだからな。実際に形にしないと見えてこない物もあるはずだ。

「余談だが、小さい文字でいけるようになったのは、オフセット（オンデマンド）印刷の恩恵だったりする。輪転機の印刷精度だと小さい文字は見難いからな。感慨深いと言っていたぜ……！」

「誰がだよ……ってのは聞くまでもないか」

「よし、そろそろ終わりだな。

　また会おう！　諸君！！」

「これで最後になった方が良いと思うんだがな」

End.
※次ページ以降は前回の内容です。
「というわけでテンプレート第二段だ！」

「…醍醐、何が第二段だって？」

「言っただろう。テンプレートだ」

　それはこの前やったんじゃなかったのか。

「フッ、由貴尋。進化を止めた時、そいつはそこで終着駅なのだよ」

「良い事言ったつもりなのかもしれないが、良くわからねぇよ」

　そして、テンプレだからって、地の文に反応するなよ。

「このテンプレには、前回と違う点がある。諸君らは気付いているだろうか」

「誰に話してるんだ…」

　ていうか無視か。まぁ今回も付き合ってやるか。

「まずは、タイトルのサイズだ。『16』になっており、尚且つ太字にもなっている」

「あー。第一号は若干分かり辛かったからな」

「そしてっ！　活目して見よっ！　この左上！」

「この上…？」

「こんなところにもタイトルが！『な、なんだってー！』」

「小芝居はいいから、さっさと説明しろ」
　また無駄にページ数を増やす気か。

「これは『挿入→ヘッダー→ヘッダーの編集』で弄ることが出来る。その気になれば先頭ページだけ変えることも可能だ」

「先頭ページだけ変える理由なんてあるのか？」

「先頭ページを表紙として使いたい場合とかな。詳しくは第二号の伽杜真氏の小説を見るといい」

「なるほど…」

「因みに、同じような所からページ数についても調節出来るが、こちらは編集者によって弄られる部分なので、本文を書く側は特に気にしなくて良い。というか、左上のタイトルにしても、タイトルをそのまま表示させる為に在るのだから、『やってくれると編集者がちょっと楽』程度の意味しかないがな」

「ふむ。まぁ分からなければ放っておけ、ということか」
「以上！」

「もう終わりか？」

　前回と違って、早かったな。地の文も殆ど無いぞ。

「フッ、由貴尋。古きをもって尊しとなせ、だ」

「微妙に混ざってるし、さっきと矛盾してね？」

End.

※次のページ以降は前回と同じ内容です。

「醍醐、それは一体どういうことなんだ」
　疑問を挟まざるを得ない言葉を聞いて、オレ、藍澤由貴尋は目の前で仁王立ちしている三堂醍醐朗に問いかけた。
「フッ、何度も言わすなよ、由貴尋。
　俺達の会話がそのまま誰かが書く物語の下地となる、ということだ」
「具体的にどういうことかって聞いてんだよ」
　相も変わらず、こいつの言い草は回りくどい。
「つまりっ、段数２、文字数28、行数23だっ！」
「…？ あー。テンプレってことか…」
　だとしたら、地の文としての描写も必要…とまで行かなくとも、あった方が良いのだろうか。ともあれ、過去の物を考えれば、自ずとある程度形は見えてくるだろう。そう思い、オレは過去の物語を振り返ってみた。
　基本的には醍醐の言った通り、段数２、文字数28、行数23の形があれば良いだろう。問題は、余白の設定が変わってしまうと、字数を同じにしたところで冊子としての統一性が失われてしまうということだ。確認する限りでは、上下それぞれ20mm、左右それぞれ25mmという値が入力されている。この設定さえ合っていれば大丈夫だろう。
「甘いな、由貴尋。他にも確認すべき事項があるはずだろう？」
「・・・？」
字数、余白を統一した上で、更に決めるべき事項があっただろうか。それが決まっていないと、全体として形に違和感を覚えてしまうような…
「お前の発言や思考を振り返ってみるといい」
「？　…そうかっ！」
「そう、所謂『三点リーダ』という奴や、『「」の後は一字下げる』といった細かいルールのことだ。前者は『・（中点）』を３つ打つことでも文章における意味合いとしては代用出来るが、三点リーダに合わせたほうが良いだろう。他には、題名の次の行に著者名、二行空けて本文という辺りも統一した方が良いかもしれないな」
　成程。この段の３、４行目のようにはしない方が良いわけだ。字数等に関しては、このファイルをコピーして使って貰えればそれで統一することは可能だが、三点リーダ等は書く側が気をつけるしかない。
「勿論、物語内での表現としてそれらを意図的に変える場合もあるだろうがな」
「分かった。ところで、数字の半角、全角に関してはどうするべきなんだ？」
「…世の中には、こういう言葉がある。『自分の運命は自分で切り開く！ダイナマイトファイヤー！』」
「投げんなっ」
「フッ、流石は由貴尋だ。良いところを突いてくるな」
「御託はいいから、さっさと説明しろよ。」
　２ページ目に入ってしまった。そろそろ読むのが面倒になる頃だろう。これは物語ではなく、ただのテンプレだし。
「ぶっちゃけてしまえば、数字については各自の判断に任せる」
「おいっ！」
「まぁ、落ち着け。そもそも全角と半角には、それぞれ長所と短所がある」
「ふむ…？」
「まず、全角。一桁の場合は『１』と表示されるため、これが最も見易いが、二桁以上になると２８のように表示される。読めなくはないが、気にはなるだろう。
次に半角。常に横並びの為、統一性は得られるが、縦書きの文章にそもそも合わない。一応、『段落→拡張書式→縦中横』で『28』を『28』と変えられるが、一つ一つやるのは手間だ」
「成程。確かにどちらも決定打には欠けるな」
「というわけで、ここは作者自身が納得いく形にするのがベストだろう」
このテンプレの１ページ目では、一桁は全角、二桁以上は半角で表示を変えていて、更に後ろに単位が付く場合には二桁以上でも半角扱いになっているのか。
「こんなところだろう」
「そうだな。じゃあ、この会話が誰かの素晴らしい物語の下地となるわけだ」
「ああ。それはとても喜ばしいことに、な」
End.
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